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論 文 要 旨

氏名%諦 浮(i麹

本論文 は、千年王国論 と国際 関係 とい う視座 を設 けて、初期ステ ユアー ト期 か らピュー

リタン革命期における独立派聖職者の思想と活動やクロムウェル政権の外交政策を考察し

たものである。最初に序章では、研 究史をた どり、千年王国論 と国際関係 とい う二つの視

座 を説明 した後、本論文の課題を提示 した。

本論文 の課題 は、大 きく三つある。それは、第「 に、初期 ステユアー ト期か らピュー リ

タン革命 までの国際関係 に着 目し、それが革命の発生 にどの ように作用 し、・革命の進展 に

どのよ うな影響 を与えたかを明 らか にす ること。第二 に、ピュー リタン革命期の千年王国

論 を独立派の思想 に即 して考察 し、その意義を解明す ることe'第 三に、1649年 の国王処刑

を転機 として革命 の勝利者 となった独立派が、 どのよ うに変容 したかを、国際関係 と千年

王国論の視座か ら考えることである。

これ らに対 して、本論文は、以下の ように考 える。

第一 に、本書は、初期ステ ユアー ト期か らピュー リタン革命 までの国際関係 を、政府 に

よる外交政策 と独立派聖職者 を中心 とす るピュー リタン ・ネ ッ トワークに注 目して考察 し

た。第1章 で見たよ うに、初期ステ ユアー ト期 のイングラン ドは、大国スペイ ンとフラン

スの狭 間にあって 「調停者」たらん としたが、親スペイ ンと親フランスの間で揺れ動 き、

結局、首尾一貫 しない外交攻策を繰 り広げた。他方で王室や政府の意向 とは相いれ ないプ

ロテスタン ト的な対外観が、 この時代に成長 し、妥協 的な王室 と次第に対立す るよ うにな

った。それは ピュー リタン革命 に直結するような対立関係 ではなかったが、1630年 代にな

って、国王 とロー ド大主教の行な った宗教政策が、プ ロテスタン ト的な見解の持 ち主を刺

激 し、カ トリックの復興 を図るもの と受け取 られる と、亀裂は次第 に深 まった。

他方 、第2章 で示 したよ うに、地方社会 では、 ピュー リタンの信仰を受 け入れ たジェン

トリ層が実力 をつけてきた。17世 紀前半、彼 らの中には、 ピュー リタン聖職者 のパ トロン

とな り、聖職者や神学者の影 響を受けて、 自ら千年王国的 な信仰 を表明する者す らいた。

ピュー リタン ・ジェン トリでは、 アメ リカ入植 事業 に興味 をもつ者 がいて、新興貿易商人

とのネ ッ トワー クがで きつつあった。 こ うして政府 に不満 を持つ人 々の繋が りが徐々 に出

来上がっためであ る。'

このネ ッ トワークの結節点には、第3章 で見た よ うに、後に独立派 となる聖職者 のグル

ープが存在 した。彼 らの中には、1620年 前後 にケンブ リッジ大学で過 ご した人々が多数い

て、 「ケンブ リッジ ・コネ クシ ョン」 と呼ばれ る結び付 きがあった。彼 らは、世俗の仲間 と

も交流 をもち、ピュー リタン ・ジェン トリや新興貿易商人 を巻き込んだネ ッ トワークが形

成 され た。地理的には、 このネ ッ トワー クは、独立派聖職者の亡命や移住な どによって・

オランダやニューイングラン ドまで広がった。 こうしてピュー リタン革命までの時期 に、

中央の政府が とった外交政策 と、地方や植 民地 でひ ろがったピュー リタン ・ネ ッ トワーク

は、いずれ も重要な意味をもった。国際関係抜きに革命の原因は語れないので ある。
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第二に、1630年 代 にオランダへ亡命 した独立派の聖職者たちは、40年 にピュー リタン革

命が始ま ると、帰国の途についた。彼 らは、自立 した信者集団か らなる独立派教会 をイ ン

グラン ド各地 で樹立 していった。ニューイングラン ドに移住 した聖職者 とも手紙な どで連

絡を取 り合い、 「ニューイングラン ド方式(様 式)」 と呼ばれ る教会論 を採用 した。主要な独

立派聖職者は、1640年 代に、長期議会 で千年王国的な説教 を行 ない、国教会廃棄後の教会

を構想 した ウ、エス トミンスター神 学者会議 に出席 し、 内戦が始まると従軍牧 師になる者 も

いた。

本論文は、主要な独立派聖職者の うち、第4章 で トマス ・グッ ドウィンを、第5章 で ウ

ィリアム ・ブ リッジを取 り上げた。前者 は、独立派聖職 者の リー一ダー とな り、1650年 代に

は政府の宗教的指導者 となった。後者は、革命期に拠点をノーフォーク州の地方都市に構

え、そ この独立派教会を維持 した。 こうした違いがあるものの、両者 は、 ともに国教会廃

棄後の教会 を構想 した ウェス トミンスター神学者会議に出席 し、長期議会 で千年王国的な

説教を行 ない、内戦での議会派勝利 に貢献 した。 グ ッ ドウィンは、聖書 に基づ く神学的な

議論 を積 み重ね、キ リス トの再臨が間近に迫 っていることを説得的に述べた。ブ リッジ も、

聖書解釈 に依拠 して、「反キ リス ト」 の没落が確実で、キ リス トの再臨が迫 っていることを

力説 した。

独 立派の千年王国論 は、第4章 で見たよ うに、独立派教会を千年王国実現の基盤 と考 え

ていた。独 立派 は、千年王国への特殊 な期待 に支え られ て、教会を設立 していったのであ

る。本論 文では、千年王国論が国王派の打倒 に寄与 し、独立派教会 の設立が国家教会体制

の枠組みを掘 り崩 したことに注 目し、独立派の千年王国論を 「革命思想」 と規 定 した。 そ

れは、 もちろんマル クス主義的な意味合いではな く、宗教色の強い17世 紀の文脈において

の規定である。

千年王国論 は、第6章 で考察 したよ うに、イングラン ドだけでな く、海 を渡 ったニュー

イングラン ドでも見 られた。その担い手は、革命前に大西洋 を越 えて移住 した ピュー リタ

ンたちだ った。ジ ョン ・エ リオ ッ トは、1620年 頃にケ ンブ リッジ大学で学び、1631年 にア

メ リカへ移住 した聖職者だった。彼 は、グ ッ ドウィンやブ リッジ とも交友関係 を保 ちなが

ら、アメ リカ植 民地で先住民布教に尽力 した。 その際、彼 は、先住民 をユ ダヤ人の末喬 に

位置付 け、「先住民=ユ ダヤ人」 の改宗 を千年王国論 の観点か ら説明 した。エ リオ ッ ト自身

は、真摯 に先住 民布教 と向き合 ったが、結果 としてニューイ ングラン ドの千年王国論は、

先住民 の同化や アメ リカの支配 に役立っものだった。本論文では、イングラン ドの千年王

国論を 「革命 思想」 と規定 したが、ニューイングラン ド側か ら見れば、千年 王国論 は、イ

ングラン ドの支配 を押 し進 める 「帝国の思想」 として機能 したと言 えるだろ う。

第三に、1649年 以降、ピュー リタン革命は大き く旋回する。1648年 末 に議会内の長老派

が追放 され 、翌年の国王処刑 と共和政政府の樹立によって、独立派は、革命 の勝利者 とな

った。その中で、独 立派聖職者 の対応 は、置かれた状況 によって多様であったが、ほとん

どの者 が変容 を余儀な くされ た。 グッ ドウィンの揚合、1640年 代に主張した激 しい千年王

国論は影 をひそめ、50年 代 になると救済論に力点 を移 した。 グ ッ ドウィンと同 じく独立派

聖職者の リー ダー として活躍 したのは.ビ ュー ・ピーターで ある。 第7章 で見た ように、

彼 もケンブ リッジ大学で学び、革命前にオランダに亡命 したが、 さらにニューイングラン

ドに移住 し、革命後 に帰国 した。 ピュー リタン ・ネ ッ トワー クを体現 した ピー ターは、内
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戦時 に従軍牧師を務め、アイル ラン ドにも遠征す るな ど革命 中に活躍 した。彼 は、1640年

代には千年王国論 と国際的なプロテスタン ト連帯を唱 えていたが、50年 代 になると、国内

に目を向け、新生の共和国の安定 を説 くよ うになった。彼 は、宗教だけでな く、政治や商

業にも及ぶイ ングラン ド国家 の発展を 目指 したのである。 ただ、その中にあって も、 ピー

ターは、アメ リカか ら 「ニ ューイングラン ド方式」の教会論 を学び、オ ランダか ら商業や

金融 の方法 を学ぶ ことが必須であるとし、 ピゴー リタン ・ネ ッ トワー クの枠組みを維持 し

たのである。

ピーターは、アイル ラン ド遠征 でも重要な役割を果た した。アイル ラン ド征服 において、

イングラン ドか らアイル ラン ドに向か う兵 士たちは、 ウェールズ を足場 とす ることが多か

った。従来、 ウェールズは、イングラン ドとの関係で とらえられ ることが多いが、アイル

ラン ドとイングラン ドの狭間 に位置す るとい う観点は見逃せないだろ う。 ブ リテン島の西

側 にあるウェールズは.一アメ リカ との繋が りもあ り、1630年 代の末には 「ニュー一イ ングラ

ン ド方式」 による独立派教会が設立 された。

第8章 は、 こうした国際関係 の中にウェールズをおき、1650年 か ら始まるウェールズ福

音宣教 を検討 した。 ウェール ズは、1640年 代の内戦で国王派 の拠点 とな り、 しばしば 「暗

黒地帯」 と呼 ばれ たが、福音宣教は、こ うした ウェールズを改革す る運動だった。 この運

動は、ピーターが立案 し、独立派聖職者 が中心 となって進め られ たが、 ウェールズ出身者

が多数参加 した。 その一人である独立派の説教師 ヴァヴァサ ・パ ウエル は、福音宣教 をウ

ェールズ改革 のチャンス ととらえ、運動に尽力 した。 その彼 に推進力を与 えた もの こそ千

年王国論であった。1650年 代 なると、独立派聖職者の多 くは保守化 し、千年王国論に関し

て沈黙す るよ うになる。 だが、そ うならなかったパ ウエルは、やがて独立派か ら第五王国

派へ と立揚を変えていった。第五王国派は、1650年 代の千年王国論の主要な担い手 とな り、

クロムウェル政権 と対立す る運命 にあった。,

こうした独立派の変容を受 けて、1650年 代 には外交政策にも変化が見 られた。オ リヴァ ・

クロムウェルは、 国内でも国外でもプロテスタン トを保護 し、プ ロテスタン ト国 との同盟

を維持す る方針 をもっていた。 しか し、第9章 で見たよ うに、1650年 代初頭 にな り、実際

に政権が動き出す と、クロムウェル と彼 を支 える政治家たちは、際限のない戦争 を回避 し、
隆

イングラン ドの国益を重視す るよ うになる。 ク ロムウェルの外交政策は、プ ロテスタン ト

外交 を放棄 したわけではないが、千年軍 国論 に支 えられた果て しない聖戦遂行 を避 け、 よ

り現実的 な方向を追求 したのである。 それは、フランスとの同盟を維持 しっつ、スペイン

と戦 うとい う基本方針 を採 用 し、初期ステ ユアー ト期 の外 交政策 と比べ る と、はづかに首

尾一貫 したものだ った。 この政策 は、1650年 代 の ピーターによる重商主義的なイングラン

ド改革論 とも符合す るだろ 髭 他方で、1650年 代 に千年王国論 に裏付け られた聖戦の続行

を訴 えた第五王国派 は、1653年 末 に指名議会が解散 された後、プロテクター政府 と対立 し、

弾圧 された。 こうして革命期 の千年王国論は、その担 い手が抑圧 され、社会的影響力 を弱

めてい ったのであ る。

以上のよ うに、本論文は三つの課題 の解 明をへて、初期ステ ユアー ト期か らピュー リタ

ン革命期における独立派聖職者の思想 と活動や クロム ウェル政権 の外交政策 を考察 した。
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